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FC スイッチのポート割り当て

2 つのイニシエータポートを使用するシステムのポート割り当
て

FAS8020 、 AFF8020 、 FAS8200 、および AFF A300 システムは、ファブリックごと
に 1 つのイニシエータポートとコントローラごとに 2 つのイニシエータポートを使用し
て設定できます。

このタスクについて

FibreBridge 6500N ブリッジまたは一方の FC ポート（ FC1 または FC2 ）のみを使用する FibreBridge

7500N / 7600N ブリッジのケーブル接続方法を使用できます。4 つのイニシエータのうち 2 つだけを接続し、
スイッチポートに接続されている他の 2 つのイニシエータは空にしておきます。

FibreBridge 6500N ブリッジの設定に対応する正しい RCF ファイルを適用する必要があります。

ゾーニングを手動で実行する場合は、 FibreBridge 6500N ブリッジまたは一方の FC ポート（ FC1 または
FC2 ）のみを使用する FibreBridge 7500N / 7600N ブリッジのゾーニング方法に従います。このシナリオで
は、各ファブリックのゾーンメンバーごとに 2 つではなく 1 つのイニシエータポートが追加されます。

ゾーニングの変更や FibreBridge 6500 から FibreBridge 7500 へのアップグレードの実行には、の手順ホット
スワップ対応 FibreBridge 6500N ブリッジと FibreBridge 7500N / 7600N ブリッジ _ を使用します
"MetroCluster のコンポーネントをメンテナンスします"。

次の表に、 ONTAP 9.1 以降を使用している場合の FC スイッチのポート割り当てを示します。

FibreBridge 6500N ブリッジ、または 1 つの FC ポート（ FC1 または FC2 ）のみを使用する FibreBridge

7500N または 7600N を使用する構成

MetroCluster 1 または DR グループ 1

コンポーネント ポート Brocade スイッチモデル 6505 、 6510 、 6520 、
7840 、 G620 、 G610 、および DCX 8510-8

接続先 FC スイッチ 接続先スイッチポート

controller_x_1 FC-VI ポート a 1. 0

FC-VI ポート b 2. 0 FC-VI ポート c

1. 1. FC-VI ポート d 2.

1. HBA ポート A 1. 2.

HBA ポート b 2. 2. HBA ポート c

- - HBA ポート d -
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- スタック 1 bridge_x_1a 1.

8. bridge_x_1b 2. 8.

スタック y bridge_x_ya 1. 11.

次の表に、 ONTAP 9.0 を使用している場合の FC スイッチのポート割り当てを示します。

MetroCluster の 2 ノード構成

コンポーネント ポート Brocade 6505 、 6510 、または DCX 8510-8

FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

controller_x_1 FC-VI ポート a 0 -

FC-VI ポート b - 0 HBA ポート A

1. - HBA ポート b -

1. HBA ポート c 2. -

ONTAP 9.0 を使用している場合の FC スイッチのポート割り当
て

FC スイッチをケーブル接続するときは、指定のポート割り当てを使用していることを確
認する必要があります。ポート割り当ては、 ONTAP 9.0 とそれ以降のバージョンの
ONTAP で異なります。

イニシエータポート、 FC-VI ポート、または ISL の接続に使用しないポートは、ストレージポートとして機
能するように再設定できます。ただし、サポートされている RCF を使用している場合は、それに応じてゾー
ニングを変更する必要があります。

サポートされている RCF ファイルを使用している場合、 ISL ポートの接続先がここに示すポートとは異なる
ことがあり、手動での再設定が必要になることがあります。

ケーブル接続の全体的なガイドライン

ケーブル接続の表を使用する際は、次の点に注意してください。

• Brocade スイッチと Cisco スイッチでは、ポート番号の付け方が異なります。

◦ Brocade スイッチでは、ポート番号は 0 から始まります。

◦ Cisco スイッチでは、ポート番号は 1 から始まります。

• ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。

• AFF A300 および FAS8200 ストレージシステムでは、発注時に FC-VI 接続のオプションとして次のいず
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れかを選択できます。

◦ FC-VI モードで設定されたオンボードポート 0e および 0f 。

◦ スロット 1 の FC-VI カードのポート 1a および 1b 。

ONTAP 9.0 を実行している 8 ノード MetroCluster 構成でコントローラ接続に使用する
Brocade のポート

ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。

次の表は、 Brocade 6505 、 6510 、または DCX 8510-8 モデルでのコントローラポートの用途を示していま
す。

コンポーネント ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

controller_x_3 FC-VI ポート a 6. -

controller_x_3 FC-VI ポート b - 6.

controller_x_3 HBA ポート A 7. -

controller_x_3 HBA ポート b - 7.

controller_x_3 HBA ポート c 8. -

controller_x_3 HBA ポート d - 8.

controller_x_4 FC-VI ポート a 9. -

controller_x_4 FC-VI ポート b - 9.

controller_x_4 HBA ポート A 10. -

controller_x_4 HBA ポート b - 10.

controller_x_4 HBA ポート c 11. -

controller_x_4 HBA ポート d - 11.

ONTAP 9.0 を実行している 8 ノード MetroCluster 構成で FC-to-SAS ブリッジ接続に
使用する Brocade のポート

次の表は、 FibreBridge 7500 ブリッジを使用する場合のブリッジポートの用途です。

ブリッジ ブリッジポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_1a fc1 12. -

bridge_x_1a FC2 - 12.

bridge_x_1b fc1 13 -

bridge_x_1b FC2 - 13

bridge_x_2a fc1 14 -

bridge_x_2a FC2 - 14

bridge_x_2b fc1 15 -
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ブリッジ ブリッジポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_2b FC2 - 15

bridge_x_3a fc1 16 -

bridge_x_3a FC2 - 16

bridge_x_3b fc1 17 -

bridge_x_3b FC2 - 17

bridge_x_4a fc1 18 -

bridge_x_4a FC2 - 18

bridge_x_4b fc1 19 -

bridge_x_4b FC2 - 19

次の表は、 Brocade 6505 、 6510 、または DCX 8510-8 スイッチが設定された FibreBridge 6500 ブリッジを
使用する場合のブリッジポートの用途です。

ブリッジ ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_1a fc1 12. -

bridge_x_1b fc1 - 12.

bridge_x_2a fc1 13 -

bridge_x_2b fc1 - 13

bridge_x_3a fc1 14 -

bridge_x_3b fc1 - 14

bridge_x_4a fc1 15 -

bridge_x_4b fc1 - 15

bridge_x_5a fc1 16 -

bridge_x_5b. fc1 - 16

bridge_x_6a fc1 17 -

bridge_x_6b fc1 - 17

bridge_x_7a fc1 18 -

bridge_x_7b fc1 - 18

bridge_x_8a fc1 19 -

bridge_x_8b fc1 - 19

ONTAP 9.0 を実行している 8 ノード MetroCluster 構成で ISL に使用する Brocade の
ポート

次の表は、 Brocade 6505 、 6510 、または DCX 8510-8 スイッチでの ISL ポートの用途を示しています。
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ISL ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

ISL 、ポート 1 20 20

ISL 、ポート 2 21 21

ISL 、ポート 3 22 22

ISL 、ポート 4 23 23

ONTAP 9.0 を実行している 4 ノード MetroCluster 構成でコントローラに使用する
Brocade のポート

ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。次の表は、 Brocade 6505 、 6510 、
および DCX 8510-8 スイッチの用途を示しています。

コンポーネント ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

controller_x_1 FC-VI ポート a 0 -

controller_x_1 FC-VI ポート b - 0

controller_x_1 HBA ポート A 1. -

controller_x_1 HBA ポート b - 1.

controller_x_1 HBA ポート c 2. -

controller_x_1 HBA ポート d - 2.

controller_x_2 FC-VI ポート a 3. -

controller_x_2 FC-VI ポート b - 3.

controller_x_2 HBA ポート A 4. -

controller_x_2 HBA ポート b - 4.

controller_x_2 HBA ポート c 5. -

controller_x_2 HBA ポート d - 5.

ONTAP 9.0 を実行している 4 ノード MetroCluster 構成でブリッジに使用する Brocade
のポート

ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。

次の表は、 FibreBridge 7500 ブリッジを使用する場合のブリッジポート 17 までの用途です。追加のブリッジ
をポート 18~23 にケーブル接続できます。

FibreBridge

7500 ブリッジ
ポート FC_switch_x_1

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_2

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_1

（ 6505 ）
FC_switch_x_2

（ 6505 ）

bridge_x_1a fc1 6. - 6. -

bridge_x_1a FC2 - 6. - 6.

bridge_x_1b fc1 7. - 7. -
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FibreBridge

7500 ブリッジ
ポート FC_switch_x_1

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_2

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_1

（ 6505 ）
FC_switch_x_2

（ 6505 ）

bridge_x_1b FC2 - 7. - 7.

bridge_x_2a fc1 8. - 12. -

bridge_x_2a FC2 - 8. - 12.

bridge_x_2b fc1 9. - 13 -

bridge_x_2b FC2 - 9. - 13

bridge_x_3a fc1 10. - 14 -

bridge_x_3a FC2 - 10. - 14

bridge_x_3b fc1 11. - 15 -

bridge_x_3b FC2 - 11. - 15

bridge_x_4a fc1 12. - 16 -

bridge_x_4a FC2 - 12. - 16

bridge_x_4b fc1 13 - 17 -

bridge_x_4b FC2 - 13 - 17

追加のブリッジ
をポート 19 およ
びポート 24~47

を使用してケー
ブル接続できま
す

次の表に、 FibreBridge 6500 ブリッジを使用する場合のブリッジポートの用途を示します。

6500N
ブリッジポート

FC_switch_x_1

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_2

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_1

（ 6505 ）
FC_switch_x_2

（ 6505 ）

bridge_x_1a fc1 6. - 6. -

bridge_x_1b fc1 - 6. - 6.

bridge_x_2a fc1 7. - 7. -

bridge_x_2b fc1 - 7. - 7.

bridge_x_3a fc1 8. - 12. -

bridge_x_3b fc1 - 8. - 12.

bridge_x_4a fc1 9. - 13 -

bridge_x_4b fc1 - 9. - 13

bridge_x_5a fc1 10. - 14 -

bridge_x_5b. fc1 - 10. - 14

bridge_x_6a fc1 11. - 15 -
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6500N
ブリッジポート

FC_switch_x_1

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_2

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_1

（ 6505 ）
FC_switch_x_2

（ 6505 ）

bridge_x_6b fc1 - 11. - 15

bridge_x_7a fc1 12. - 16 -

bridge_x_7b fc1 - 12. - 16

bridge_x_8a fc1 13 - 17 -

bridge_x_8b fc1 - 13 - 17

追加のブリッジ
をポート 19 およ
びポート 24~47

を使用してケー
ブル接続できま
す

追加のブリッジ
をポート 23 を使
用してケーブル
接続できます

ONTAP 9.0 を実行している 4 ノード MetroCluster 構成で ISL に使用する Brocade の
ポート

次の表に、使用する ISL ポートを示します。

ISL ポート FC_switch_x_1 （
6510 または DCX

8510-8 ）

FC_switch_x_2 （
6510 または DCX

8510-8 ）

FC_switch_x_1 （
6505 ）

FC_switch_x_2 （
6505 ）

ISL 、ポート 1 20 20 8. 8.

ISL 、ポート 2 21 21 9. 9.

ISL 、ポート 3 22 22 10. 10.

ISL 、ポート 4 23 23 11. 11.

ONTAP 9.0 を実行している 2 ノード MetroCluster 構成でコントローラに使用する
Brocade のポート

ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。次の表は、 Brocade 6505 、 6510 、
および DCX 8510-8 スイッチのケーブル接続を示しています。

コンポーネント ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

controller_x_1 FC-VI ポート a 0 -

controller_x_1 FC-VI ポート b - 0

controller_x_1 HBA ポート A 1. -

controller_x_1 HBA ポート b - 1.

controller_x_1 HBA ポート c 2. -

controller_x_1 HBA ポート d - 2.
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ONTAP 9.0 を実行している 2 ノード MetroCluster 構成でブリッジに使用する Brocade
のポート

ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。

次の表は、 Brocade 6505 、 6510 、および DCX 8510-8 スイッチで FibreBridge 7500 ブリッジを使用する場
合のポート 17 までのブリッジポートを示しています。追加のブリッジをポート 18~23 にケーブル接続できま
す。

FibreBridge

7500 ブリッジ
ポート FC_switch_x_1

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_2

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_1

（ 6505 ）
FC_switch_x_2

（ 6505 ）

bridge_x_1a fc1 6. - 6. -

bridge_x_1a FC2 - 6. - 6.

bridge_x_1b fc1 7. - 7. -

bridge_x_1b FC2 - 7. - 7.

bridge_x_2a fc1 8. - 12. -

bridge_x_2a FC2 - 8. - 12.

bridge_x_2b fc1 9. - 13 -

bridge_x_2b FC2 - 9. - 13

bridge_x_3a fc1 10. - 14 -

bridge_x_3a FC2 - 10. - 14

bridge_x_3a fc1 11. - 15 -

bridge_x_3a FC2 - 11. - 15

bridge_x_4a fc1 12. - 16 -

bridge_x_4a FC2 - 12. - 16

bridge_x_4b fc1 13 - 17 -

bridge_x_4b FC2 - 13 - 17

追加のブリッジ
をポート 19 およ
びポート 24~47

を使用してケー
ブル接続できま
す

追加のブリッジ
をポート 23 を使
用してケーブル
接続できます

次の表は、 Brocade 6505 、 6510 、および DCX 8510-8 スイッチが搭載された FibreBridge 6500 ブリッジを
使用する場合のブリッジポートの用途です。

FibreBridge

6500 ブリッジ
ポート FC_switch_x_1

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_2

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_1

（ 6505 ）
FC_switch_x_2

（ 6505 ）

bridge_x_1a fc1 6. - 6. -
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FibreBridge

6500 ブリッジ
ポート FC_switch_x_1

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_2

（ 6510 または
DCX 8510-8 ）

FC_switch_x_1

（ 6505 ）
FC_switch_x_2

（ 6505 ）

bridge_x_1b fc1 - 6. - 6.

bridge_x_2a fc1 7. - 7. -

bridge_x_2b fc1 - 7. - 7.

bridge_x_3a fc1 8. - 12. -

bridge_x_3b fc1 - 8. - 12.

bridge_x_4a fc1 9. - 13 -

bridge_x_4b fc1 - 9. - 13

bridge_x_5a fc1 10. - 14 -

bridge_x_5b. fc1 - 10. - 14

bridge_x_6a fc1 11. - 15 -

bridge_x_6b fc1 - 11. - 15

bridge_x_7a fc1 12. - 16 -

bridge_x_7b fc1 - 12. - 16

bridge_x_8a fc1 13 - 17 -

bridge_x_8b fc1 - 13 - 17

追加のブリッジ
をポート 19 およ
びポート 24~47

を使用してケー
ブル接続できま
す

追加のブリッジ
をポート 23 を使
用してケーブル
接続できます

ONTAP 9.0 を実行している 2 ノード MetroCluster 構成で ISL に使用する Brocade の
ポート

次の表は、 Brocade 6505 、 6510 、および DCX 8510-8 スイッチでの ISL ポートの用途を示しています。

ISL ポート FC_switch_x_1 （
6510 または DCX

8510-8 ）

FC_switch_x_2 （
6510 または DCX

8510-8 ）

FC_switch_x_1 （
6505 ）

FC_switch_x_2 （
6505 ）

ISL 、ポート 1 20 20 8. 8.

ISL 、ポート 2 21 21 9. 9.

ISL 、ポート 3 22 22 10. 10.

ISL 、ポート 4 23 23 11. 11.
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ONTAP 9.0 を実行している 8 ノード MetroCluster 構成でコントローラに使用する
Cisco のポート

次の表に、 Cisco 9148 および 9148S スイッチで使用するコントローラポートを示します。

コンポーネント ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

controller_x_3 FC-VI ポート a 7. -

controller_x_3 FC-VI ポート b - 7.

controller_x_3 HBA ポート A 8. -

controller_x_3 HBA ポート b - 8.

controller_x_3 HBA ポート c 9. -

controller_x_3 HBA ポート d - 9.

controller_x_4 FC-VI ポート a 10. -

controller_x_4 FC-VI ポート b - 10.

controller_x_4 HBA ポート A 11. -

controller_x_4 HBA ポート b - 11.

controller_x_4 HBA ポート c 13 -

controller_x_4 HBA ポート d - 13

ONTAP 9.0 を実行している 8 ノード MetroCluster 構成で FC-to-SAS ブリッジに使用
する Cisco のポート

次の表に、 Cisco 9148 または 9148S スイッチを使用する FibreBridge 7500 ブリッジを使用する場合のポー
ト 23 までのブリッジポートを示します。ポート 25~48 を使用して、追加のブリッジを接続できます。

FibreBridge 7500
ブリッジ

ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_1a fc1 14 14

bridge_x_1a FC2 - -

bridge_x_1b fc1 15 15

bridge_x_1b FC2 - -

bridge_x_2a fc1 17 17

bridge_x_2a FC2 - -

bridge_x_2b fc1 18 18

bridge_x_2b FC2 - -

bridge_x_3a fc1 19 19

bridge_x_3a FC2 - -

bridge_x_3b fc1 21 21

bridge_x_3b FC2 - -

10



FibreBridge 7500
ブリッジ

ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_4a fc1 22 22

bridge_x_4a FC2 - -

bridge_x_4b fc1 23 23

bridge_x_4b FC2 - -

ポート 25~48 を使用して、同じパターンで追加のブリッジを接続できます。

次の表に、 Cisco 9148 または 9148S スイッチで FibreBridge 6500 ブリッジを使用する場合のポート 23 まで
のブリッジポートを示します。ポート 25~48 を使用して、追加のブリッジを接続できます。

FibreBridge 6500
ブリッジ

ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_1a fc1 14 -

bridge_x_1b fc1 - 14

bridge_x_2a fc1 15 -

bridge_x_2b fc1 - 15

bridge_x_3a fc1 17 -

bridge_x_3b fc1 - 17

bridge_x_4a fc1 18 -

bridge_x_4b fc1 - 18

bridge_x_5a fc1 19 -

bridge_x_5b. fc1 - 19

bridge_x_6a fc1 21 -

bridge_x_6b fc1 - 21

bridge_x_7a fc1 22 -

bridge_x_7b fc1 - 22

bridge_x_8a fc1 23 -

bridge_x_8b fc1 - 23

ポート 25~48 を使用して、同じパターンで追加のブリッジを接続できます。

ONTAP 9.0 を実行している 8 ノード MetroCluster 構成で ISL に使用する Cisco のポー
ト

次の表は、 Cisco 9148 および 9148S スイッチで使用する ISL ポートを示しています。

ISL ポート数 FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

ISL 、ポート 1 12. 12.
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ISL ポート数 FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

ISL 、ポート 2 16 16

ISL 、ポート 3 20 20

ISL 、ポート 4 24 24

4 ノード MetroCluster 構成でコントローラに使用する Cisco のポート

ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。

次の表に、 Cisco 9148 、 9148S 、および 9250i スイッチでのコントローラポートの用途を示します。

コンポーネント ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

controller_x_1 FC-VI ポート a 1. -

controller_x_1 FC-VI ポート b - 1.

controller_x_1 HBA ポート A 2. -

controller_x_1 HBA ポート b - 2.

controller_x_1 HBA ポート c 3. -

controller_x_1 HBA ポート d - 3.

controller_x_2 FC-VI ポート a 4. -

controller_x_2 FC-VI ポート b - 4.

controller_x_2 HBA ポート A 5. -

controller_x_2 HBA ポート b - 5.

controller_x_2 HBA ポート c 6. -

controller_x_2 HBA ポート d - 6.

ONTAP 9.0 を実行している 4 ノード MetroCluster 構成で FC-to-SAS ブリッジに使用
する Cisco のポート

次の表に、 Cisco 9148 、 9148S 、または 9250i スイッチで FibreBridge 7500 ブリッジを使用する場合のポ
ート 14 までのブリッジポートを示します。ポート 15~32 に同じパターンで追加のブリッジを接続できます。

FibreBridge 7500
ブリッジ

ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_1a fc1 7. -

bridge_x_1a FC2 - 7.

bridge_x_1b fc1 8. -

bridge_x_1b FC2 - 8.

bridge_x_2a fc1 9. -

bridge_x_2a FC2 - 9.
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FibreBridge 7500
ブリッジ

ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_2b fc1 10. -

bridge_x_2b FC2 - 10.

bridge_x_3a fc1 11. -

bridge_x_3a FC2 - 11.

bridge_x_3b fc1 12. -

bridge_x_3b FC2 - 12.

bridge_x_4a fc1 13 -

bridge_x_4a FC2 - 13

bridge_x_4b fc1 14 -

bridge_x_4b FC2 - 14

次の表は、 Cisco 9148 、 9148S 、または 9250i スイッチで FibreBridge 6500 ブリッジを使用する場合のブ
リッジポートの用途です。ポート 15~32 に同じパターンで追加のブリッジを接続できます。

FibreBridge 6500
ブリッジ

ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_1a fc1 7. -

bridge_x_1b fc1 - 7.

bridge_x_2a fc1 8. -

bridge_x_2b fc1 - 8.

bridge_x_3a fc1 9. -

bridge_x_3b fc1 - 9.

bridge_x_4a fc1 10. -

bridge_x_4b fc1 - 10.

bridge_x_5a fc1 11. -

bridge_x_5b. fc1 - 11.

bridge_x_6a fc1 12. -

bridge_x_6b fc1 - 12.

bridge_x_7a fc1 13 -

bridge_x_7b fc1 - 13

bridge_x_8a fc1 14 -

bridge_x_8b fc1 - 14

ポート 15~32 に同じパターンで追加のブリッジを接続できます。
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ONTAP 9.0 を実行している 4 ノード MetroCluster 構成で ISL に使用する Cisco 9148
および 9148S のポート

ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。

次の表は、 Cisco 9148 および 9148S スイッチで使用する ISL ポートを示しています。

ISL ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

ISL 、ポート 1 36 36

ISL 、ポート 2 40 40

ISL 、ポート 3 44 44

ISL 、ポート 4 48 48

ONTAP 9.0 を実行している 4 ノード MetroCluster 構成で ISL に使用する Cisco 9250i
のポート

Cisco 9250i スイッチでは、 ISL に FCIP ポートを使用します。

ポート 40~48 は 10GbE ポートであり、 MetroCluster 構成では使用されません。

2 ノード MetroCluster 構成でコントローラに使用する Cisco のポート

ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。

次の表に、 Cisco 9148 、 9148S 、および 9250i スイッチでのコントローラポートの用途を示します。

コンポーネント ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

controller_x_1 FC-VI ポート a 1. -

controller_x_1 FC-VI ポート b - 1.

controller_x_1 HBA ポート A 2. -

controller_x_1 HBA ポート b - 2.

controller_x_1 HBA ポート c 3. -

controller_x_1 HBA ポート d - 3.

ONTAP 9.0 を実行している 2 ノード MetroCluster 構成で FC-to-SAS ブリッジに使用
する Cisco のポート

次の表に、 Cisco 9148 、 9148S 、および 9250i スイッチで FibreBridge 7500 ブリッジを使用する場合のポ
ート 14 までのブリッジポートを示します。ポート 15~32 に同じパターンで追加のブリッジを接続できます。

FibreBridge 7500
ブリッジ

ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_1a fc1 7. -

bridge_x_1a FC2 - 7.
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FibreBridge 7500
ブリッジ

ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_1b fc1 8. -

bridge_x_1b FC2 - 8.

bridge_x_2a fc1 9. -

bridge_x_2a FC2 - 9.

bridge_x_2b fc1 10. -

bridge_x_2b FC2 - 10.

bridge_x_3a fc1 11. -

bridge_x_3a FC2 - 11.

bridge_x_3b fc1 12. -

bridge_x_3b FC2 - 12.

bridge_x_4a fc1 13 -

bridge_x_4a FC2 - 13

bridge_x_4b fc1 14 -

bridge_x_4b FC2 - 14

次の表は、 Cisco 9148 、 9148S 、または 9250i スイッチで FibreBridge 6500 ブリッジを使用する場合のブ
リッジポートの用途です。ポート 15~32 に同じパターンで追加のブリッジを接続できます。

FibreBridge 6500
ブリッジ

ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_1a fc1 7. -

bridge_x_1b fc1 - 7.

bridge_x_2a fc1 8. -

bridge_x_2b fc1 - 8.

bridge_x_3a fc1 9. -

bridge_x_3b fc1 - 9.

bridge_x_4a fc1 10. -

bridge_x_4b fc1 - 10.

bridge_x_5a fc1 11. -

bridge_x_5b. fc1 - 11.

bridge_x_6a fc1 12. -

bridge_x_6b fc1 - 12.

bridge_x_7a fc1 13 -

bridge_x_7b fc1 - 13

bridge_x_8a fc1 14 -
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FibreBridge 6500
ブリッジ

ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

bridge_x_8b fc1 - 14

ポート 15~32 に同じパターンで追加のブリッジを接続できます。

ONTAP 9.0 を実行している 2 ノード MetroCluster 構成で ISL に使用する Cisco 9148
または 9148S のポート

ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。

次の表は、 Cisco 9148 または 9148S スイッチで使用する ISL ポートを示しています。

ISL ポート FC_switch_x_1 FC_switch_x_2

ISL 、ポート 1 36 36

ISL 、ポート 2 40 40

ISL 、ポート 3 44 44

ISL 、ポート 4 48 48

ONTAP 9.0 を実行している 2 ノード MetroCluster 構成で ISL に使用する Cisco 9250i
のポート

Cisco 9250i スイッチでは、 ISL に FCIP ポートを使用します。

ポート 40~48 は 10GbE ポートであり、 MetroCluster 構成では使用されません。

ONTAP 9.1 以降を使用している場合の FC スイッチのポート割
り当て

ONTAP 9.1 以降を使用して FC スイッチをケーブル接続する場合は、指定のポート割り当てを使用している
ことを確認する必要があります。

イニシエータポート、 FC-VI ポート、または ISL の接続に使用しないポートは、ストレージポートとして機
能するように再設定できます。ただし、サポートされている RCF を使用している場合は、それに応じてゾー
ニングを変更する必要があります。

サポートされている RCF を使用している場合、 ISL ポートの接続先が表示されるポートとは異なることがあ
り、手動での再設定が必要になることがあります。

ONTAP 9 のポート割り当てを使用してスイッチを設定した場合は、引き続き古い割り当てを使用できます。
ただし、 ONTAP 9.1 以降のリリースを実行する新しい構成では、ここに示すポート割り当てを使用する必要
があります。

ケーブル接続の全体的なガイドライン

ケーブル接続の表を使用する際は、次の点に注意してください。
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• Brocade スイッチと Cisco スイッチでは、ポート番号の付け方が異なります。

◦ Brocade スイッチでは、ポート番号は 0 から始まります。

◦ Cisco スイッチでは、ポート番号は 1 から始まります。

• ケーブル接続は、スイッチファブリックの各 FC スイッチで同じです。

• AFF A300 および FAS8200 ストレージシステムでは、発注時に FC-VI 接続のオプションとして次のいず
れかを選択できます。

◦ FC-VI モードで設定されたオンボードポート 0e および 0f 。

◦ スロット 1 の FC-VI カードのポート 1a および 1b 。

• AFF A700 および FAS9000 ストレージシステムの場合、 FC-VI ポートが 4 つ必要です。次の表に、
Cisco 9250i スイッチを除く各コントローラに FC-VI ポートが 4 つある FC スイッチのケーブル接続を示
します。

他のストレージシステムの場合、表にあるケーブル接続を使用し、 FC-VI ポート c および d については無
視してください

これらのポートは空にしておくことができます。

• AFF A400 および FAS8300 ストレージシステムは、 FC-VI 接続にポート 2a と 2b を使用します。

• 2 つの MetroCluster 構成で ISL を共有する場合は、 8 ノード MetroCluster のケーブル接続と同じポート
割り当てを使用します。

ケーブル接続する ISL の数は、サイトの要件によって異なります。

ISL に関する考慮事項についてのセクションを参照してください。

ONTAP 9.1 以降を実行する MetroCluster 構成でコントローラに使用する Brocade ポー
ト

以下の表は、 Brocade スイッチでのポート用途です。次の表に、 2 つの DR グループに 8 つのコントローラ
モジュールを配置した場合の、サポートされる最大構成を示します。それよりも小規模な構成の場合、余分な
コントローラモジュールの行は無視してください。8 つの ISL がサポートされるのは、 Brocade 6510 、
Brocade DCX 8510-8 、 G620 、 G630 、 G620 -1 、 G630-1 および G720 スイッチ。

• 8 ノード MetroCluster 構成の Brocade 6505 および Brocade G610 スイッチのポート用途は
記載していません。ポートの数には限りがあるため、コントローラモジュールのモデルや
使用している ISL およびブリッジペアの数に応じて、サイトごとにポートを割り当てる必
要があります。

• Brocade DCX 8510-8 スイッチでは、 6510 スイッチ * _ または _ * the 7840 スイッチと同
じポートレイアウトを使用できます。

FibreBridge 6500N ブリッジ、または 1 つの FC ポート（ FC1 または FC2 ）のみを使用する FibreBridge

7500N または 7600N を使用する構成

MetroCluster 1 または DR グループ 1
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コンポーネント ポート Brocade スイッチモデル 6505 、 6510 、
6520 、 7810 、 7840 、 G610 、 G620 、
G620 -1 、 G630 、 G630-1 、および DCX

8510-8

Brocade スイッチモ
デル G720

接続先 FC スイッチ 接続先スイッチポー
ト

接続先スイッチポー
ト

controller_x_1 FC-VI ポート a 1. 0 0

FC-VI ポート b 2. 0 0 FC-VI ポート c

1. 1. 1. FC-VI ポート d 2.

1. 1. HBA ポート A 1. 2.

8. HBA ポート b 2. 2. 8.

HBA ポート c 1. 3. 9. HBA ポート d

2. 3. 9. controller_x_2 FC-VI ポート a

1. 4. 4. FC-VI ポート b 2.

4. 4. FC-VI ポート c 1. 5.

5. FC-VI ポート d 2. 5. 5.

HBA ポート A 1. 6. 12. HBA ポート b

2. 6. 12. HBA ポート c 1.

7. 13 HBA ポート d 2. 7.

FibreBridge 6500N ブリッジ、または 1 つの FC ポート（ FC1 または FC2 ）のみを使用する FibreBridge

7500N または 7600N を使用する構成

MetroCluster 1 または DR グループ 1

コンポーネント ポート Brocade スイッチモデル 6505 、 6510 、
6520 、 7810 、 7840 、 G610 、 G620 、
G620 -1 、 G630 、 G630-1 、および DCX

8510-8

Brocade スイッチモ
デル G720

接続先 FC スイッチ 接続先スイッチポー
ト

接続先スイッチポー
ト

スタック 1 bridge_x_1a 1. 8. 10.
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bridge_x_1b 2. 8. 10. スタック 2

bridge_x_2a 1. 9. 11. bridge_x_2b

2. 9. 11. スタック 3 bridge_x_3a

1. 10. 14 bridge_x_4b 2.

10. 14 スタック y bridge_x_ya 1.

11. 15 bridge_x_YB 2. 11.

FibreBridge 6500N ブリッジ、または 1 つの FC ポート（ FC1 または FC2 ）のみを使用する FibreBridge

7500N または 7600N を使用する構成

MetroCluster 2 または DR グループ 2

Brocade スイッチモデル

コンポーネ
ント

ポート 接続先 FC

スイッチ
6510 、
DCX 8510-8

6520 7840 、
DCX 8510-8

G620 、
G620 -1 、
G630 、
G630-1

G720

controller_x

_3
FC-VI ポー
ト a

1. 24 48 12. 18 18

FC-VI ポー
ト b

2. 24 48 12. 18 18 FC-VI ポー
ト c

1. 25 49 13 19 19 FC-VI ポー
ト d

2.

25 49 13 19 19 HBA ポート
A

1. 26

50 14 24 26 HBA ポート
b

2. 26 50

14 24 26 HBA ポート
c

1. 27 51 15

25 27 HBA ポート
d

2. 27 51 15 25

27 controller_x

_4
FC-VI ポー
ト a

1. 28 52 16 22
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22 FC-VI ポー
ト b

2. 28 52 16 22 22

FC-VI ポー
ト c

1. 29 53 17 23 23 FC-VI ポー
ト d

2. 29 53 17 23 23 HBA ポート
A

1.

30 54 18 28 30 HBA ポート
b

2. 30

54 18 28 30 HBA ポート
c

1. 31. 55

19 29 31. HBA ポート
d

2. 32 55 19

29 31. スタック 1 bridge_x_51

A

1. 32 56 20

26 32 bridge_x_51

b

2. 32 56 20 26

32 スタック 2 bridge_x_52

A

1. 33 57 21 27

33 bridge_x_52

b

2. 33 57 21 27 33

スタック 3 bridge_x_53

a

1. 34 58 22 30 34

bridge_x_54

b

2. 34 58 22 30 34 スタック y

bridge_x_ya 1. 35 59 23 31. 35 bridge_x_Y

B

両方の FC ポート（ FC1 または FC2 ）を使用する FibreBridge 7500N または 7600N を使用する構成

MetroCluster 1 または DR グループ 1
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コンポーネント ポート Brocade スイッチモデル 6505 、
6510 、 6520 、 7810 、 7840 、
G610 、 G620 、 G620 -1 、 G630

、 G630-1 、 および DCX 8510-8

Brocade スイッ
チ G720

接続先 FC スイ
ッチ

接続先スイッチ
ポート

接続先スイッチ
ポート

スタック 1 bridge_x_1a fc1 1. 8. 10.

FC2 2. 8. 10. bridge_x_1B fc1

1. 9. 11. FC2 2. 9.

11. スタック 2 bridge_x_2a fc1 1. 10.

14 FC2 2. 10. 14 bridge_x_2B

fc1 1. 11. 15 FC2 2.

11. 15 スタック 3 bridge_x_3a fc1 1.

12 * 16 FC2 2. 12 * 16

bridge_x_3B fc1 1. 13 * 17 FC2

2. 13 * 17 スタック y bridge_x_ya fc1

1. 14 * 20 FC2 2. 14 *

20 bridge_x_YB fc1 1. 15 * 21

両方の FC ポート（ FC1 または FC2 ）を使用する FibreBridge 7500N または 7600N を使用する構成

MetroCluster 2 または DR グループ 2

コンポーネント ポート Brocade スイッチモデル

接続先 FC

スイッチ
6510 、
DCX 8510-

8

6520 7840 、
DCX 8510-

8

G620 、
G620 -1 、
G630 、
G630-1

G720

controller_

x_3
FC-VI ポ
ート a

1. 24 48 12. 18 18 FC-VI ポ
ート b

2. 24 48 12. 18 18 FC-VI ポ
ート c

1. 25
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49 13 19 19 FC-VI ポ
ート d

2. 25 49 13

19 19 HBA ポー
ト A

1. 26 50 14 24 26

HBA ポー
ト b

2. 26 50 14 24 26 HBA ポー
ト c

1.

27 51 15 25 27 HBA ポー
ト d

2. 27 51

15 25 27 controller_

x_4
FC-VI ポ
ート a

1. 28 52 16

22 22 FC-VI ポ
ート b

2. 28 52 16 22 22

FC-VI ポ
ート c

1. 29 53 17 23 23 FC-VI ポ
ート d

2.

29 53 17 23 23 HBA ポー
ト A

1. 30 54

18 28 30 HBA ポー
ト b

2. 30 54 18 28

30 HBA ポー
ト c

1. 31. 55 19 29 31. HBA ポー
ト d

2. 31. 55 19 29 31. スタック 1 bridge_x_

51A

fc1

1. 32 56 20 26 32 FC2 2. 32

56 20 26 32 bridge_x_

51b

fc1 1. 33 57

21 27 33 FC2 2. 33 57 21 27

33 スタック 2 bridge_x_

52A

fc1 1. 34 58 22 30

34 FC2 2. 34 58 22 30 34 bridge_x_

52b
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fc1 1. 35 59 23 31. 35 FC2 2.

35 59 23 31. 35 スタック 3 bridge_x_

53a

fc1 1.

36 60 - 32 36 FC2 2. 36 60

- 32 36 bridge_x_

53B

fc1 1. 37 61 -

33 37 FC2 2. 37 61 - 33 37

スタック y bridge_x_

5ya

fc1 1. 38 62 - 34 38

FC2 2. 38 62 - 34 38 bridge_x_

5yb

fc1

1. 39 63 - 35 39 FC2 2. 39

ONTAP 9.1 以降を実行している MetroCluster 構成で ISL に使用する Brocade のポー
ト

次の表は、 Brocade スイッチでの ISL ポートの用途です。

AFF A700 または FAS9000 システムでは、パフォーマンスの向上のために最大 8 つの ISL がサ
ポートされます。Brocade 6510 および G620 スイッチでは 8 個の ISL がサポートされます。

スイッチモデル ISL ポート スイッチポート

Brocade 6520 ISL 、ポート 1 23

ISL 、ポート 2 47 ISL 、ポート 3

71. ISL 、ポート 4 95

Brocade 6505 ISL 、ポート 1 20

ISL 、ポート 2 21 ISL 、ポート 3

22 ISL 、ポート 4 23

Brocade 6510 および Brocade

DCX 8510-8

ISL 、ポート 1 40
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ISL 、ポート 2 41. ISL 、ポート 3

42 ISL 、ポート 4 43

ISL 、ポート 5 44 ISL 、ポート 6

45 ISL 、ポート 7 46

ISL ポート 8 47 Brocade 7810

ISL 、ポート 1 GE2 （ 10Gbps ） ISL 、ポート 2

GE3 （ 10Gbps ） ISL 、ポート 3 GE4 （ 10Gbps ）

ISL 、ポート 4 GE5 （ 10Gbps ） ISL 、ポート 5

ge6 （ 10Gbps ） ISL 、ポート 6 ge7 （ 10Gbps ）

Brocade 7840

• 注： Brocade 7840 スイッチで
は、 FCIP ISL を作成するため
に、スイッチあたり 2 つの
40Gbps VE ポートまたは最大
4 つの 10Gbps VE ポートがサ
ポートされます。

ISL 、ポート 1 ge0 （ 40Gbps ）または ge2 （
10Gbps ）

ISL 、ポート 2 GE1 （ 40Gbps ）または ge3 （
10Gbps ）

ISL 、ポート 3

ge10 （ 10Gbps ） ISL 、ポート 4 ge11 （ 10Gbps ）

Brocade G610 ISL 、ポート 1 20

ISL 、ポート 2 21 ISL 、ポート 3

22 ISL 、ポート 4 23

Brocade G620 、 G620 -1 、 G630

、 G630-1 、 G720

ISL 、ポート 1 40

ISL 、ポート 2 41. ISL 、ポート 3

42 ISL 、ポート 4 43
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ISL 、ポート 5 44 ISL 、ポート 6

45 ISL 、ポート 7 46

ONTAP 9.4 以降を実行している MetroCluster 構成でコントローラに使用する Cisco の
ポート

次の表に、 2 つの DR グループに 8 つのコントローラモジュールを配置した場合のサポートされる最大構成
を示します。それよりも小規模な構成の場合、余分なコントローラモジュールの行は無視してください。

Cisco 9132Tについては、を参照してください。 ONTAP 9.4以降を実行しているMetroCluster

構成でのCisco 9132Tポートの用途。

Cisco 9396S

コンポーネント ポート スイッチ 1 スイッチ 2

controller_x_1 FC-VI ポート a 1. -

FC-VI ポート b - 1. FC-VI ポート c

2. - FC-VI ポート d -

2. HBA ポート A 3. -

HBA ポート b - 3. HBA ポート c

4. - HBA ポート d -

4. controller_x_2 FC-VI ポート a 5.

- FC-VI ポート b - 5.

FC-VI ポート c 6. - FC-VI ポート d

- 6. HBA ポート A 7.

- HBA ポート b - 7.

HBA ポート c 8. HBA ポート d

- 8. controller_x_3 FC-VI ポート a

49 FC-VI ポート b -
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49 FC-VI ポート c 50 -

FC-VI ポート d - 50 HBA ポート A

51 - HBA ポート b -

51 HBA ポート c 52

HBA ポート d - 52 controller_x_4

FC-VI ポート a 53 - FC-VI ポート b

- 53 FC-VI ポート c 54

- FC-VI ポート d - 54

HBA ポート A 55 - HBA ポート b

- 55 HBA ポート c 56

- HBA ポート d - 56

Cisco 9148S

コンポーネント ポート スイッチ 1 スイッチ 2

controller_x_1 FC-VI ポート a 1.

FC-VI ポート b - 1. FC-VI ポート c

2. - FC-VI ポート d -

2. HBA ポート A 3. -

HBA ポート b - 3. HBA ポート c

4. - HBA ポート d -

4. controller_x_2 FC-VI ポート a 5.

- FC-VI ポート b - 5.

FC-VI ポート c 6. - FC-VI ポート d
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- 6. HBA ポート A 7.

- HBA ポート b - 7.

HBA ポート c 8. - HBA ポート d

- 8. controller_x_3 FC-VI ポート a

25 FC-VI ポート b -

25 FC-VI ポート c 26 -

FC-VI ポート d - 26 HBA ポート A

27 - HBA ポート b -

27 HBA ポート c 28 -

HBA ポート d - 28 controller_x_4

FC-VI ポート a 29 - FC-VI ポート b

- 29 FC-VI ポート c 30

- FC-VI ポート d - 30

HBA ポート A 31. - HBA ポート b

- 31. HBA ポート c 32

- HBA ポート d - 32

次の表に、 FC-VI ポートが 2 つあるシステムを示します。AFF A700 システムと FAS9000 シ
ステムには、 FC-VI ポートが 4 つ（ a 、 b 、 c 、 d ）あります。AFF A700 または FAS9000

システムを使用している場合、ポートの割り当ては 1 つ上の位置に沿って移動します。たとえ
ば、 FC-VI ポート c と d をスイッチポート 2 に、 HBA ポート a と b をスイッチポート 3 にそ
れぞれ移動します。

Cisco 9250i 注： Cisco 9250i スイッチは、 8 ノード MetroCluster 構成ではサポートされません。

コンポーネント ポート スイッチ 1 スイッチ 2

controller_x_1 FC-VI ポート a 1. -
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FC-VI ポート b - 1. HBA ポート A

2. - HBA ポート b -

2. HBA ポート c 3. -

HBA ポート d - 3. controller_x_2

FC-VI ポート a 4. - FC-VI ポート b

- 4. HBA ポート A 5.

- HBA ポート b - 5.

HBA ポート c 6. - HBA ポート d

- 6. controller_x_3 FC-VI ポート a

7. - FC-VI ポート b -

7. HBA ポート A 8. -

HBA ポート b - 8. HBA ポート c

9. - HBA ポート d -

9. controller_x_4 FC-VI ポート a 10.

- FC-VI ポート b - 10.

HBA ポート A 11. - HBA ポート b

- 11. HBA ポート c 13

- HBA ポート d - 13

ONTAP 9.1 以降を実行する MetroCluster 構成で FC-to-SAS ブリッジに使用する Cisco
のポート

Cisco 9396S

2 つの FC ポートを使用す
る FibreBridge 7500

ポート スイッチ 1 スイッチ 2
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bridge_x_1a fc1 9. -

FC2 - 9. bridge_x_1b

fc1 10. - FC2

- 10. bridge_x_2a fc1

11. - FC2 -

11. bridge_x_2b fc1 12.

- FC2 - 12.

bridge_x_3a fc1 13 -

FC2 - 13 bridge_x_3b

fc1 14 - FC2

- 14 bridge_x_4a fc1

15 - FC2 -

15 bridge_x_4b fc1 16

- FC2 - 16

ポート 17~40 および 57~88 を使用して、同じパターンで追加のブリッジを接続できます。

Cisco 9148S

2 つの FC ポートを使用す
る FibreBridge 7500

ポート スイッチ 1 スイッチ 2

bridge_x_1a fc1 9. -

FC2 - 9. bridge_x_1b

fc1 10. - FC2

- 10. bridge_x_2a fc1

11. - FC2 -
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11. bridge_x_2b fc1 12.

- FC2 - 12.

bridge_x_3a fc1 13 -

FC2 - 13 bridge_x_3b

fc1 14 - FC2

- 14 bridge_x_4a fc1

15 - FC2 -

15 bridge_x_4b fc1 16

- FC2 - 16

ポート 33~40 を使用して、同じパターンで 2 つ目の DR グループまたは 2 つ目の MetroCluster 構成の追加の
ブリッジを接続できます。

Cisco 9250i

2 つの FC ポートを使用す
る FibreBridge 7500

ポート スイッチ 1 スイッチ 2

bridge_x_1a fc1 14 -

FC2 - 14 bridge_x_1b

fc1 15 - FC2

- 15 bridge_x_2a fc1

17 - FC2 -

17 bridge_x_2b fc1 18

- FC2 - 18

bridge_x_3a fc1 19 -

FC2 - 19 bridge_x_3b

fc1 21 - FC2
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- 21 bridge_x_4a fc1

22 - FC2 -

22 bridge_x_4b fc1 23

- FC2 - 23

ポート 25~48 を使用して、同じパターンで 2 つ目の DR グループまたは 2 つ目の MetroCluster 構成の追加の
ブリッジを接続できます。

次の表は、 FibreBridge 6500 ブリッジ、または 1 つの FC ポート（ FC1 または FC2 ）を使用する
FibreBridge 7500 を使用する場合のブリッジポートの用途です。1 つの FC ポートを使用する FibreBridge

7500 ブリッジの場合、 FC1 または FC2 のいずれかを FC1 と記載されたポートにケーブル接続できます。ポ
ート 25~48 を使用して、追加のブリッジを接続できます。

FibreBridge 6500 ブリッジまたは 1 つの FC ポートを使用する FibreBridge 7500 ブリッジ

FibreBridge 6500 ブリッ
ジまたは 1 つの FC ポー
トを使用する FibreBridge

7500

ポート Cisco 9396S

スイッチ 1 スイッチ 2

bridge_x_1a fc1 9. -

bridge_x_1b fc1 - 9.

bridge_x_2a fc1 10. -

bridge_x_2b fc1 - 10.

bridge_x_3a fc1 11. -

bridge_x_3b fc1 - 11.

bridge_x_4a fc1 12. -

bridge_x_4b fc1 - 12.

bridge_x_5a fc1 13 -

bridge_x_5b. fc1 - 13

bridge_x_6a fc1 14 -

bridge_x_6b fc1 - 14
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bridge_x_7a fc1 15 -

bridge_x_7b fc1 - 15

bridge_x_8a fc1 16 -

bridge_x_8b fc1 - 16

ポート 17~40 および 57~88 を使用して、同じパターンで追加のブリッジを接続できます。

FibreBridge 6500 ブリッジまたは 1 つの FC ポートを使用する FibreBridge 7500 ブリッジ

ブリッジ ポート Cisco 9148S

スイッチ 1 スイッチ 2

bridge_x_1a fc1 9. -

bridge_x_1b fc1 - 9.

bridge_x_2a fc1 10. -

bridge_x_2b fc1 - 10.

bridge_x_3a fc1 11. -

bridge_x_3b fc1 - 11.

bridge_x_4a fc1 12. -

bridge_x_4b fc1 - 12.

bridge_x_5a fc1 13 -

bridge_x_5b. fc1 - 13

bridge_x_6a fc1 14 -

bridge_x_6b fc1 - 14

bridge_x_7a fc1 15 -

bridge_x_7b fc1 - 15

bridge_x_8a fc1 16 -
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bridge_x_8b fc1 - 16

ポート 25~48 を使用して、同じパターンで 2 つ目の DR グループまたは 2 つ目の MetroCluster 構成の追加の
ブリッジを接続できます。

Cisco 9250i

FibreBridge 6500 ブリッ
ジまたは 1 つの FC ポー
トを使用する FibreBridge

7500

ポート スイッチ 1 スイッチ 2

bridge_x_1a fc1 14 -

bridge_x_1b fc1 - 14

bridge_x_2a fc1 15 -

bridge_x_2b fc1 - 15

bridge_x_3a fc1 17 -

bridge_x_3b fc1 - 17

bridge_x_4a fc1 18 -

bridge_x_4b fc1 - 18

bridge_x_5a fc1 19 -

bridge_x_5b. fc1 - 19

bridge_x_6a fc1 21 -

bridge_x_6b fc1 - 21

bridge_x_7a fc1 22 -

bridge_x_7b fc1 - 22

bridge_x_8a fc1 23 -

bridge_x_8b fc1 - 23

ポート 25~48 を使用して、同じパターンで追加のブリッジを接続できます。
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ONTAP 9.1 以降を実行している MetroCluster 構成で 8 ノードの ISL に使用する Cisco
のポート

次の表に、使用する ISL ポートを示します。ISL ポートの用途は、構成内のすべてのスイッチで同じです。

Cisco 9132Tについては、を参照してください。 ONTAP 9.1以降を実行しているMetroCluster

構成のCisco 9132TでのISLポートの用途。

スイッチモデル ISL ポート スイッチポート

Cisco 9396S ISL 1 44

ISL 2 48 ISL 3.

92 ISL 4. 96

24 ポートライセンスの Cisco

9250i

ISL 1 12.

ISL 2 16 ISL 3.

20 ISL 4. 24

Cisco 9148S ISL 1 20

ISL 2 24 ISL 3.

44 ISL 4. 48

ONTAP 9.4以降を実行するMetroCluster 4ノードおよび8ノード構成でのCisco 9132Tポ
ートの用途

次の表に、Cisco 9132Tスイッチのポート用途を示します。次の表に、2つのDRグループに4台および8台のコ
ントローラモジュールを含む、サポートされる最大構成を示します。

8ノード構成の場合は、RCFは提供されないため、ゾーニングを手動で実行する必要がありま
す。

両方の FC ポート（ FC1 または FC2 ）を使用する FibreBridge 7500N または 7600N を使用する構成

MetroCluster 1 または DR グループ 1

4 ノード 8 ノード

コンポーネント ポート 接続先 FC ス
イッチ

9132T （ LEM

x 1 ）
9132T （ LEM

x 2 ）
9132T （ LEM

x 2 ）
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controller_x_1 FC-VI ポート
a

1. LEM1-1. LEM1-1. LEM1-1. FC-VI ポート
b

2. LEM1-1. LEM1-1. LEM1-1. FC-VI ポート
c

1. LEM1-2

LEM1-2 LEM1-2 FC-VI ポート
d

2. LEM1-2 LEM1-2 LEM1-2

HBA ポート A 1. LEM1-5. LEM1-5. LEM1-3 HBA ポート b 2.

LEM1-5. LEM1-5. LEM1-3 HBA ポート c 1. LEM1-6. LEM1-6.

LEM1-4. HBA ポート d 2. LEM1-6. LEM1-6. LEM1-4. controller_x_2

FC-VI ポート
a

1. LEM1-7. LEM1-7. LEM1-5. FC-VI ポート
b

2.

LEM1-7. LEM1-7. LEM1-5. FC-VI ポート
c

1. LEM1-8 LEM1-8

LEM1-6. FC-VI ポート
d

2. LEM1-8 LEM1-8 LEM1-6. HBA ポート A

1. LEM1-11 LEM1-11 LEM1-7. HBA ポート b 2. LEM1-11

LEM1-11 LEM1-7. HBA ポート c 1. LEM1-12 LEM1-12 LEM1-8

• 4ノード構成では、LEMを2台搭載した9132TスイッチのポートLEM2-5~LEM2-8に追加のブ
リッジをケーブル接続できます。

• 8ノード構成では、LEM×2を搭載した9132TスイッチのポートLEM2-13~LEM2-16に追加の
ブリッジをケーブル接続できます。

• 1 つの LEM モジュールを持つ 9132T スイッチを使用した場合、 1 つのブリッジスタック
のみがサポートされます。

MetroCluster ONTAP 9.1以降を実行している4ノードおよび8ノード構成のISLで
のCisco 9132Tポートの用途

次の表に、Cisco 9132TスイッチでのISLポートの用途を示します。

MetroCluster 1 または DR グループ 1

ポート 4 ノード 8 ノード

9132T （ LEM x 1 ） 9132T （ LEM x 2 ） 9132T （ LEM x 2 ）

35



ISL1 LEM1-15 LEM2-9 LEM1-13

ISL2 （ ISL2 ） LEM1-16 LEM2-10 LEM1-14

ISL3 LEM2-11 LEM1-15

ISL4 の場合 LEM2-12 LEM1-16

ISL5 LEM2-13

ISL6 LEM2-14

ISL7. LEM2-15

ISL8 LEM2-16
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